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１．富山拠点の実証事業の概要
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実証事業の概要

面積4.0ha

廃棄物焼却・発電施設トランスヒートコンテナ

廃棄物処理施設か
ら発生する廃熱を
ハウスに供給

◆ハウス 28棟
フルーツトマト：2.8ha（18棟）
花卉 ：1.2ha（10棟）

◆種苗供給施設 １棟
◆集出荷施設 １棟

廃棄物処理施設から
安定的に発生する
廃熱を利活用廃熱

◆目標収量
フルーツトマト： 505ｔ（17t/棟）
花卉 ：143万本

実験棟
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課題

＜２８棟のハウスを運営する上での課題＞

課題１．新規就農者では収穫判断ができない

課題２．何の作業がどこまで終わっているのか
管理するのが大変

課題３．毎日トマトのおいしさが違う
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解決策

タブレット

解決策３：高品質なフルーツトマトを安
定的に栽培するための栽培条件の抽出

【弊社の独自目標】最適な栽培環境を保つために
必要な最小限のデータ計測項目・個所の検討

クラウド

ビッグデータの活用

作物の品質に影響を及ぼす生育環境、生育
状況等、多種多様なデータを数分ごとに収集

ウェアラブル

作業の効率化
（作業管理等の手間を省略）

データ計測・
収集

作業の最適化
（誰でも最適な作業が実施可能に）

作業の見える化
（誰でも簡単に作業可能に）

ICT活用型のシステム

より高度な制御方法、
栽培最適条件の実用

高品質なフルーツトマトを
効率的、安定的に栽培

解決策１、２：作業の均質化と
効率的な作業管理の支援

効率化な作業管理 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=u2jSOSlBLmlveM&tbnid=Ou3_Mr5GIC1atM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF&ei=rG-dUoPkI8PnkAWGmoGIBA&psig=AFQjCNHjt7SiRJR2vZX-1jIG8U1M6r1LdQ&ust=1386135852620793
http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=u2jSOSlBLmlveM&tbnid=Ou3_Mr5GIC1atM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF&ei=rG-dUoPkI8PnkAWGmoGIBA&psig=AFQjCNHjt7SiRJR2vZX-1jIG8U1M6r1LdQ&ust=1386135852620793
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課題３の解決策

課題３．毎日トマトのおいしさが異なる
⇒毎日おいしいトマトが収穫できる
栽培環境の再現
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トマトの品質に影響を与えると
考えらえる環境・栽培・生育データの

計測・収集

課題３の解決策
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課題解決のために開発したもの

栽培環境情報
収集システム

農業用計測ロボット データ分析システム

トマト栽培マニュアル
閲覧アプリ

トマト収穫判断
アプリ

ハウス内作業管理
アプリ
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２．環境・栽培・生育データのデータ計測・収集



11Copyright © 2015 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

栽培環境データ計測項目

＜データ収集項目の検討における着眼点＞
長期間継続して収穫するためには：
栄養成長（葉が展開して発育すること）と生殖成長（花芽が連続して分化するこ
と）を同時にバランスよく進行させる管理が必要。

そのため、地上部環境（湿度、室温等）だけではなく、地下部環境（施肥量、
灌水量等）においても成長に合わせた最適な管理を実施することが重要。

表 計測項目（48項目）

＜データ収集項目＞
最適な栽培環境を抽出するためのデータ計測項目

４８項目（ハウス内外環境、栽培環境、作業データ、生育データ）を収集

計測項目
ハウス内
環境データ

地上部環境要因 温度、湿度、CO2濃度、照度、紫外線強度 等
地下部環境要因 土温度、土壌湿度 等

ハウス外
環境データ

地上部環境要因 温度、湿度、照度、紫外線強度 等

栽培データ
地上部環境要因 灌水量、換気時間、温風機稼働時間、循環扇稼働時間、ヒートポンプ稼働時間 等

地下部環境要因 施肥濃度、施肥量、薬剤投入量 等

生育データ
糖度、収量、生理障害果実の数、場所、日時、虫害果実の数、場所、日時、茎径、
節間長 等

作業データ 定植、誘引、芽かき等の作業をした日、作業場所 等



12Copyright © 2015 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

栽培環境データの収集方法

①固定センサー ②農業計測ロボット ③手動計測

＜データ収集方法の検討における着眼点＞
生育環境の差異を把握するためには：
全天候型ハウスは、外気温の影響を受けるため、生育環境を自動制御している場合
であっても、場所により温度や湿度に差が生じ、糖度や収量に大きな影響を及ぼす。

最適条件を抽出するためには、ハウス内における生育環境の差異を三次元的
（高さ・縦・横）及び生育環境の時間的な推移を把握できるよう計測機器を
設置し、ハウス内全体の環境を網羅的に把握することが重要。

＜データ収集方法＞
固定センサー ＋ 移動センサー ＋ 手動計測 の３種類を組合せてデータを収集。
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３．トマトの品質に影響を与える要因の分析
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収集したハウス内環境データより
トマトの品質に影響を与える要因の分析

課題３の解決策
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データ分析システムの開発

＜データ分析システムの開発における着眼点＞
多種多様なデータから暗黙知を見つけ出すデータ分析ツールが広まってはいるが、
データ分析の専門家でなければ使いこなすことが難しい。

データ分析の専門家ではない農業の専門家が、ハウスから得られる環境データよ
り、高品質な農作物を効率的、安定的に栽培する環境条件を簡単に分析可能なシ
ステムとすることが求められている。

温度や湿度といったセンサーで収集した環境データと農作物の品質といった収
穫データを紐付けて、高品質な農作物の要因を分析
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データ分析システム

図 分析システムイメージ

収集したデータより高品質な農作物を安定的に
栽培するための栽培条件を分析
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データ分析システム

意味がありそうな分析結果が出た場合、次の分析ステップを自動で提案
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データ分析システム

図 ハウス環境のばらつき

ヒートマップによりハウス環境の違いを見える化
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Agri Mining eXpress
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基盤ソフトウェア
VAPWEBServer (1)
Visual Mining Studio(1)
VRP                     (1)
Numerical Optimizer
S-quattro

Agri Mining eXpress 基本機能
基本データ加工
基本分析ロジック
基本分析結果ビュー

カスタマイズ
データ取込・加工
分析ロジック
分析結果ビュー

基盤ソフトウェアを組み合わせて
強力なカスタマイズを可能にします

例） Numerical Optimizer を用いた最適化で
費用対効果に優れた施設管理

高品質な農作物の要因を探るに
適したデータ加工や分析ロジックを
提供します

お客様の問題に応じて
適切な分析を提供します

(1) は Agri Mining eXpress を提供する上で必須ソフトウェアとなります
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Agri Mining eXpress

環境データや
収穫データを収集

Agri Mining eXpress で自動的に分析

分析結果を確認 次の収穫で活用

Agri Mining eXpress では、温度や湿度といったセンサーで収集した環境データと
農作物の品質といった収穫データを紐付けて、高品質な農作物の要因を分析
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４．今後の展開
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データに基づく技能伝承の必要性

労働力不足

•大量離農により、2040年には20万人の労働力不足

•他産業よりも深刻な後継者不足、労働力不足

現状

•更なるコスト削減、農作物の高付加価値化の必要性

•いまだに人手に頼った重労働が主流

今後

•現在の篤農家の経験と勘に頼った栽培方法からAIやICT等を
活用した新規就農者への技術伝承が推進

•データ計測・収集、分析・解析がさらに重要化
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（参考）農林水産省予算概要
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